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〔海外だより〕 ニューヨーク便り
千葉大学医学部第 1内科学教室 野 文夫ホオ
第一内科奥田教授の御紹介により昨年 (1978年) 1月
よりニューヨークの AlcoholResearch Centerで学ん
でいます。研究所は MountSinai School of Medicine 
の付属施設ですが，ニューヨーク市北部の BronxVA 
Hospitalのキャンパスにあります。
アメリカではわが国に比しアノレコーノレ性肝障害の頻度
が高く，それに関連した多くの研究が活発に続けられて
います。アルコール'性肝障害の発生機序として，かつて
は多量の飲酒に伴う栄養障害が主因で，アノレコールの役
割は 2次的にすぎないとされていましたが，当研究室の 
Dr. C. S. Lieberらは baboon (ヒヒ)の実験モデ
ノレを用い，十分な栄養条件下においても大量のアルコー
ル投与によりアルコーノレ性脂肪肝，アノレコーノレ性肝炎・
肝硬変が引き起こされることを示し，アルコーノレの直接
肝毒性を実験的に証明しました。また Dr.Lieberはミ
クロソームエタノーノレ酸化系 (MEOS)でも知られ，現
在研究室で、はアノレコー ノレ性肝障害，エタノー ノレ代謝に関
連した研究が続けられています。Lieber研究室は以前
より日本人と縁が深く，昨年帰国された第一内科大西先
生をはじめ，何人かの日本人がこれまでに活躍されてき
ましたが，現在も数名の日本人が学んでいます。さらに
ドイツ，フィンランドなどからも研究者が集まりきわめ
て国際色豊かな研究室となっています。
アメリカ人に混じって仕事をしてみて感じることは彼
らが自己表現に非常に積極的な点でアメリカでは幼児期
より表現力や積極的に発言することの訓練が重視されて
いるようです。更に気が付くことは研究の過程で予想外
の困難に出遭った場合の転換の早さ，あきらめの良さで，
これも「ここがだめなら西がある」と西へ西とへ前進し
続けたアメリカ人の一種のフロンティア精神の表われか
もしれません。
さて我々の住居のある北ブロンクスはマンハッタンか
ら車で30分程の所で，ノ、ーレムや南プロンクスからは多
少離れていますが，周囲の環境は近年悪化する一方で白
人達は続々と郊外やハドソン川対岸のニュージャージー
へ転居しています。それにしても市の中心部の一等地に
あるハーレム地区が荒廃し，多くの無人ピノレが建ち並ぶ
光景は我々日本人には理解し難いことですが，このよう
な土地を放置してもなお住む場所がいくらでもあるとい
うアメリカの広さと同時に病めるアメリカの姿を示して
いるようです。しかし一歩郊外へ出ると日本では別荘地
ともいえる環境に点々と中流階級の立派な一軒家が存在
し，アメリカの豊かさと貧富の差の激しさを感じさせま
す。
ニューヨークは「民族のるつぼ」とたとえられるだけ
あって， 日本の銀座通りに相当するマンハッタンの 5番
街などを歩いていると実に多くの人種を見かけますが，
日本人も 5万人近く在住しているといわれ，郊外の特に
商社関係の日本人が多数住むアパートでは遊び場など日
本の子供が占領し，少数派のアメリカの子供が日本語を
覚えてしまうといった現象も起きているそうです。
ニューヨークの冬は長く，厳しく，春の訪れにはまだ
聞がありそうです。もうしばらく滞在し，様々な事がら
を学び吸収して帰りたいと思っています。
